
 

 

 

 

 

 第１号では、４月に実施しました進路希望調査の結果と平成２４年度の高等部卒業生の進路状況

についてお知らせします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【具体的な進路先】 

さくら園、やすらぎ、聖和、 

聖和よつば、南秋つくし苑、 

在宅訪問サービス、あきた病院、 

医療療育センター 

（株）らいふぱーとなー 

潟上天王つくし苑 
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秋田県立秋田きらり支援学校 

                                    第１号 

平成２５年５月２４日発行 

 

 

この３月に卒業した先輩たち１３名が、新生活へとはばたきました。その中で、施設通所が決

まった方々の入所式が行われました（実施しない施設もあります）。４月１日は「南秋つくし苑」と

「潟上天王つくし苑」。どちらも利用者の皆さんが、明るくにぎやかに歓迎してくれました。「南秋

つくし苑」には、生活介護の部門に１名、「潟上天王つくし苑」では、就労継続支援Ｂ型の部門に

１名の先輩がお世話になります。また１０日には、秋田市土崎の「やすらぎの家」で１名の先輩

がアットホームな雰囲気の中、祝う会を開いていただきました。そして１７日には、秋田市川元小

川町の「聖和」で２名が祝っていただきました。いずれも、生活介護の利用となります。「聖和」で

は、さっそく椅子取りゲームを行うと、他の利用者との垣根がとれてリラックスした笑顔が見られ

るようになりました。 

 

27

2 1 1
8

1 2 2 2

19

4
3 2

7

2
6

2
1 4

2

7

4 8
2

4

0

5

10

15

20

25

30

35

40

45

50

※

き
ら
り
中
学
部
・
高
等
部
へ

の
進
学(

小
学
部
・
中
学
部
対
象)

進
学
（
中
・
高
・
大
へ
）

就
職

施
設
通
所
（
就
労
継
続
支
援B

）

施
設
通
所
（
生
活
介
護
）

施
設
入
所
支
援

医
療
機
関

在
宅

未
定

各学部在籍人数

小学部（48人）

中学部（27人）

高等部（32人）

※人数は、※人数は、※人数は、※人数は、5555月月月月 20202020日時点の延べ人数です。日時点の延べ人数です。日時点の延べ人数です。日時点の延べ人数です。    

 



 

 月      児童生徒  保護者・職員    卒業生 

 ４ ・進路希望調査（全校） 

～高等部は現場実習先の希望調査を兼ねる 

 ・入学式 

・入所式 

 ５ ・進路面談Ⅰ（高３年） ・進路だよりの発行① ・運動会 

 ６ ・高等部前期校内・現場実習（６／２４～２８）   

 ７  

 ８ 

 

・進路相談強化週間 

・自主現場実習（夏期休業中） 

・進路だよりの発行② 

・職員進路研修 

・同窓会総会 

 ９ 

 

１０ 

・職リハ移行支援ケース会議（高３） 

・福祉サービス利用説明会 

・県央地区施設説明会 

・きらめき就職面接会 

・進路だよりの発行③ ・きらめき就職 

面接会 

１１ ・中学部職場見学、校内実習    

・高等部後期現場実習 

・障害福祉サービス支給申請（高３） 

～各市町村障害福祉課 

・進路面談Ⅱ（高３） 

・進路だよりの発行④ ・学校祭 

１２ 

 １ 

・移行準備実習（冬期休業中） 

・進路面談Ⅱ（高等部１、２年） 

 

・進路だよりの発行⑤ 

 

 ２ ・きらめき就職面接会 

・同窓会入会式 

 ・きらめき就職 

面接会 

 ３ ・移行支援ケース会議、各事業所との利用契約 ・進路だよりの発行⑥  

今年度の進路指導部員は、高等部：齋藤行正（主事）、宮野佳代子、吉尾香、菊地真理 中学部：鷲

谷武彦、佐々木憲一 小学部：笹渕かおる、斎藤仁、臼井道和 となっています。進路に関する質問

や相談がありましたら、どんどん声をお掛けください。 

平成２平成２平成２平成２５５５５年度年度年度年度    進路指導関係のスケジュール進路指導関係のスケジュール進路指導関係のスケジュール進路指導関係のスケジュール    

 

 

 今回の改訂版（第３版）には初めて、表紙に「明日への自分づくりを応援します！」というキャッチ

フレーズを入れました。児童生徒が変化し続ける社会へ対応していく力、生きる力を培っていけるよう

に、様々な手段を活用してバックアップしていく気持ちを表しました。障害の種類や程度に関係なく、

その子なりの自立する姿があり、社会参加への意義があると考えます。まずは児童生徒を取り巻く関係

者がその姿や意義を共有することを目指したいと思っています。（文責：斎藤） 

「進路の手引き」についての紹介～その① 


